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0
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全
日
本
不
動
産
協
会
会
員
l
t
海
道
知
事
免
許
濯
島
(
2
)
第
9
0
2
号

濾
集
桑
詳
可
北
海
道
知
事
(
■
)
遺
`
`
3
1
→

新
し
い
価
値
を
創
造
す
る

N
i
S
S
H
0
L
―
ロ
ー
マ
:
シ
ヨ
嘔
:
ン

日
商
興
産
株
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会
社

〒
0
4
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8
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海
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函
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市
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目
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T
E
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0
1
	
3
8
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6
-
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0
0
	
	
F
A
×

0
1
3
8
-
5
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2
3
1
0

マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
部
直
通
	
T
E
L
	
0
1
3
8
-
5
6
-
3
3
6
4

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
h
t
t
p
.
/
/
w
w
w
	
n
i
s
s
h
o
k
“
s
m
	
c
o
m
/
	
メ
ー
ル
,
n
f
o
@
n
i
s
s
h
o
k
o
u
s
a
n
	
o
o
m

(
広
告
掲
載
:
山
下
	
清
司
会
長

)

函
館
北
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
フ
は
w
e
b
(
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
)
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

h
t
t
p
:
ノ
い
M
″
h
a
k
o
d
a
e
―
n
o
r
t
h
.
o
r
g
/

e
‐
m
a
l
l
ア
ド
レ
ス

r
o
t
a
r
.
′
@
h
よ
o
d
a
e
‐
∩
o
に
h
	
o
r
g

2
0
0
3
-
0
4
年
度
	
函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ
の
事
業
目
標

1
	
-
般
会
計
の
健
全
化
―

倉
」 立
∞
周
年
に
向
け
て

2
	
規
饉
「
こ
の
方
と
出
会
つ
て
よ
か
つ
た

I
」

-
2
0
0
3
年

9
月
2
1
曰
創
立
記
念

,
｀
興
・
懇
親
会
が
最
大
の
「
規
睦
の
口
」

3
	
奉
仕
―

*
地
域
社
会
:
市
へ
交
通
安
全
車
てヽ
∞
c
c
)
の
寄
贈
(
記
念
事
業
)

□
―
タ
リ
ー
に
よ
る
新
世
代
へ
の
教
育
開
発
・
意
欲
開
発
を
目
指
す
.

―
子
供
・
家
庭
・
職
業
奉
仕
委
員
会
を
通
し
て
地
1
或
社
会
に
貢
献
す
る
一

*
国
際
奉
仕
:
国
際
奉
仕
活
動
の
・
芽 ・
を
育
て
る

今
.
他
□
で
は
.
一
万
円
の
奉
仕
の
価
値
が
+
倍
・
二
十
`
|
こ

た
か
め
ら
れ
ま
す
。

「
R
1
	
3
4
0
0
地
区
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ブ
∋
グ
ソ
ャ
カ
ル
タ
・
タ
マ
ン
サ
リ
R
C
を

通
し
て
.
小
挙
枝

の
図
書
館
支
援
の
た
め
.
本
箱
・
机
・
本
1
5
0
0
冊
な
ど
の
物
品
を
寄
贈
す
る
。
」

4
	
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
委
員
会
を
設
置
し
.
当
ク
ラ
ブ
と
外
の
ク
ラ
フ
と
の
情
報
を
円
滑
に
し
.
合
わ
せ
て

会
員
企
業
の
情
報
交
換

|
こ
貢
献
す
る
.

5
	
友
人
の
言
動
に
好
意
を
示
し
、
友
人
の
成
長
を
願
っ
て
.
	
.
.
手 ・
を
貸
し
ま
し
ょ
う
。
一

―
―
L
e
n
d
	
a
	
H
r
d
び
)
d
T
よ
e
	
A
c
t
i
o
n
	
w
n
h
	
α
′
I
Ю
ど
t
f
e
l
t
	
c
a
e

―
―
イα
	
R
o
t
a
γ
ヽ
)
r
i
o
n
d
l
α
袷
l
	
v
i
s
l
α
n
!

◎
9
月
2
1
日
出
席
報
告

4
4
名

出
席
率
対
象
会
員

出
席
規
定
免
除
会
員

1
名

出
席
率
規
定
免
除
会
員

1
名

当
	
日
	
出
	
席

当
	
日
	
欠
	
席

4
名

他
ク
ラ
ブ
出
席

0
名

出
	
席
	
合

一〓●
3
9
名

出
席

率
9
2
.
8
6
%

・
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
例
会
移
動
案
内
)
電
話
2
6
-
3
1
7
0
番

2
0
0
3
～
2
0
0
4
全
|
:
度

R
.
1
会
長

ジ
ョ
ナ
リ
ン
B
.
マ
ブ
イ
ア
ベ

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
テ
ー
マ

『
手
を
貸
そ
う
』

ロ
ー
タ
リ
ー
と
は

・
□
―
タ
リ
ー
は
.
事
業
お
よ
び
専
円
職
務
に
携
わ
る
人
の々
世
界

的
奉
仕
団
体
で
す
。
□
―
タ
リ
ー
は
.
人
道
的
な
奉
仕
を
行
い

.

あ
ら
ゆ
る
職
業

|
こ
お
い
て
高
度
の
道
徳
的
水
準
を
守
る
こ
と
を
奨

励
じ
.
世
界
理
解
と
平
和
を
目
指
し
て
尽
力
し
て
い
ま
す
。

・
ロ
	
タ
リ
ー
は
.
世
界
で
最
初
の
奉
イ 士
ク
ラ
フ
で
す
。
最
初
の
□

―
タ
リ
ー
・
ク
ラ
フ
は
、
つ
い
●
2
月

"
日
に
.
米
国
イ
リ
ノ
イ
州

シ
カ
」
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

・
□
―
タ
リ
ア
ン
は
、
毎
週
.
例
会
を
開
い
て
.
親
睦
を
深
め
.
地

ヽ
′

四
つ
の
テ
ス
ト

言
行
は
こ
れ
に
照
ら
し
て
0
5

V

1
.
真
実
か
	
ど
う
か

2
	
み
ん
な
に
公
平
か

3
.
好
意
と
友
情
を
深
め
る
か

4
	
み
ん
な
の
た
め

|
こ
な
る
か
ど
う
か

北
村
	
祐
治
会
長
テ
ー
マ
『
Y
E
S
,
I
	
D
O
!
』

さ
あ
、
行
動
し
よ
う

!
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1
0
月
8
口
卓
話
	
井
上
	
能
孝
氏

★

卓
話
「
ス
テ
ン
レ
ス
製
魔
法
瓶
の
開
発
に
つ
い
て
」

函
館
酸
素
榊
取
締
役
社
長
里
見
泰
彦
氏

会
長
北
村
祐
治
(
書
)
★
幹
事
柴
崎
晃

例会場
1
函
館
国
際
ホ
テ

|
)

例会 日
|
1
1
週水
I
I
B
	
I
!
l
l
l
～
l
l
l
l
l

〒
|
|
|
|
‐

1
1
1
1
函
館
市大手
町
5
-

事務局涵
館市大手町

:
‐
|
|
ニ
チ ロ

Ｆ
，
ｒｌ

ｌ

ｌ

＝ν

ｉ
ｎ
ｌ
ｖ由Ｕ

函
館
北
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

T
h
e
	
Ⅵ
i
e
e
k
l
y
	
R
e
p
O
r
t
	
o
f

H
a
k
o
d
a
t
e
	
N
o
r
t
h
	
R
.
C
.

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

卓
話
「
函
館
市
民
が
飾
る
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

J
C
メ
ン
バ
ー
	
腑
醜
帝
産
バ
ス
取
締
役
社
長
	
岩
塚
	
晃
‐
氏

次
回
・
1
0
月
2
2
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

I
l
!
l
‐

i
l
l
l

l
[
l
!
l
‐

|
:
|
|

会
	
	
	

員

4
3
名

3
9
名

鰤愧
鰤

《
釧 目
1
9
3
9
例
■)
第

1
5
号

1
0
月
1
5
日
(
水
)

域
社
会
や
国
際
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
に
つ

い
て
興
味
深
く
有
益
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

会
員
は
、
推
薦
制
度
に
よ
っ
て
入
会
じ
.
そ
の
会

員
組
織
は
地
域
社
会
の
横
断
面
と
な
っ
て
い
ま
す
.

ロ



(
7
0
)

2
0
0
3
～
2
0
0
4
〈
第
1
9
3
7
回
例
会
〉
第
1
3
号

1
0
月
1
日
の
記
録

◎
司
	
	
会
	
北
村
	
祐
治
会
長
	
	
	
	
◎
斉
	
	
1
目
	
我
等
の
生
業
.
四
つ
の
テ
ス
ト

◎
ゲ
ス
ト	
社
会
福
祉
法
人
函
館
光
智
会
函
館
あ
い
の
里
	
林
崎
	
光
弘
理
事
長

☆
誕
生
祝
	
藤
日
会
員
(
2
3
日

)

☆
結
婚
祝
	
渡
部
会
員
(
5
日

)
、
森
会
員
(
9
日

)
、
小
笠
原
会
員
(
1
1
日

)
、
増
田
会
員
(
1
3
日

)
、

福
井
会
員
(
1
4
日

)
、
藤
日
会
員
(
2
6
日

)
、
佐
木々
会
員
(
2
6
日

)

◎
会
長
報
告
	
北
村
祐
治
会
長

0
台
北
市
東
北
扶
輪
社
か
ら
地
震
に
対
す
る
お
見
舞
の
F
A
X
が
屋
き
ま
し
た
。

O
ク
ラ
ブ
創
立
4
0
周
年
終
了
の
報
告
と
御
礼
等

〇
和
歌
山
城
南
R
.
C
.
千
葉
港
R
.
C
.
か
ら
4
0
周
年
の
御
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

0
7
月
か
ら
3
ケ
月
間
の
実
績
及
び
経
過
報
告

◎
委
員
会
報
告

●
創
立
4
0
周
年
実
行
委
員
会
	
中
野
	
	
亮
委
員
長

4
0
周
年
記
念
式
典
、
祝
賀
会
は
盛
会
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
大

変
ご
苫
労
様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
ク
ラ
ブ
奨
学
会
委
員
会
	
石
橋
	
輝
夫
委
員
長

前
回
欠
席
し
た
函
館
工
業
高
等
専
門
学
校
の
梅
村
さ
ん
の
お
母
様
に
奨
学
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

そ
の
際
受
領
し
た
近
況
報
告
書
の
報
告
を
致
し
ま
す
。

◎
幹
事
報
告
	
柴
崎
	
晃
幹
事

O
第
2
四
半
期
会
費
案
内
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
今
月
中
に
お
払
込
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

O
遠
藤
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
か
ら
本
国
事
務
所
を
開
設
致
し
ま
す
と
の
ご
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

○
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
2
0
0
4
年
国
際
大
会
実
行
委
員
会
よ
リ
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
が
届
き
ま
し
た
の
で
皆
様

に
配
布
致
し
ま
し
た
。

O
昨
年
実
施
さ
れ
ま
し
た
G
.
S
.
E
.
の
報
告
書
が
届
き
ま
し
た
の
で
回
覧
致
し
ま
す
。

③
	
家
族
の
痴
果
に
関
す
る
知
識
と
理
解
は
1
-
分
と
は
言
え
ず
.
相
当
重
度
に
な
る
ま
で
治
療
や

介
護
の
必
要
性
に
気
づ
か
な
い
.
あ
る
い
は
日
を
そ
む
け
た
り
.
放
置
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。

④
	
専
門
職
も
含
め
、
地
域
の
人
々
の
痴
果
に
対
す
る
認
識
が
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
。

○
痴
果
性
高
齢
者
の
特
性
と
ケ
ア
の
基
本

●
痴
呆
性
高
齢
者
は
、
記
憶
障
害
が
進
行
し
て
い
く
一
方
で
.
感
情
や
プ
ラ
イ
ド
は
残
存
し
て
い
る

V

(
7
5
)

め
、
周
り
の
対
応
に
よ
っ
て
は
.
焦
燥
感
、
喪
失
感
.
怒
り
等
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
る
.

た
.
自
分
の
人
格
が
周
囲
か
ら
認
め
ら
れ
な
く
な
つ
て
い
く
と
い
う
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

は
.
本
人
自
身
で
あ
る
。

う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
痴
果
性
高
齢
者
こ
そ
、
そ
の
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
人
ら

さ
を
支
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
「
尊
厳
の
保
持
|
を
ケ
ア
の
基
本
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
、
痴
果
性
高
齢
者
が
環
境
の
変
化
に
適
応
す
る
こ
と
が
こ
と
さ
ら
難
し
い
こ
と
に
配
慮
し
、

活
の
継
続
性
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
日
常
の
生
活
圏
域
を
基
本
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
体
系
を
整
備

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ら
に
、
痴
果
の
症
状
や
進
行
の
状
況
に
対
応
で
き
る
個
別
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
等
を
明
ら
か
に

、
本
人
の
不
安
を
取
り
除
き
、
′L
活
の
安
定
と
家
族
の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

ら
な
い
。

○
痴
呆
性
高
齢
者
ケ
ア
の
普
遍
化

●
痴
呆
性
高
齢
者
ケ
ア
に
求
め
ら
れ
る
、
環
境
を
重
視
し
な
が
ら
、
徹
底
し
て
本
人
主
体
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
追
及
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
高
齢
者
の
ケ
ア
に
通
じ
る
も
の
。

●
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
「
小
規
模
な
居
住
空
間
.
な
じ
み
の
人
間
関
係
、
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
継
続
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生

活
の
あ
り
方
を
支
援
し
て
い
く
」
と
い
う
方
法
論
は
、
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
以
外
で

も
展
開
さ
れ
る
べ
き
。

。
今
後
、
痴
呆
性
高
齢
者
が
ま
す
ま
す
多
数
を
占
め
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
身
体
ケ
ア
の
み
で
は
な

く
.
痴
果
性
高
齢
者
に
対
応
し
た
ケ
ア
を
標
準
と
し
て
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
.

0
「
小
規
模
・
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
拠
点
」 、
「
施
設
機
能
の
地
域
展
開
」 、
|
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
普
及
」
は
、

痴
呆
性
高
齢
者
に
対
応
し
た
ケ
ア
を
求
め
る
観
点
か
ら
産
み
出
さ
れ
て
き
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
の

方
策
の
前
進
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
痴
呆
性
高
齢
者
ケ
ア
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

○
地
域
で
の
早
期
発
見
、
支
援
の
仕
組
み

●
早
期
発
見
も
重
要
。
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
診
断
と
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
り
、
行
動
障
害
の

緩
和
が
可
能
な
場
合
が
多
い
。
地
域
で
の
早
期
発
見
と
専
門
家
に
気
軽
に
相
談
し
や
す
い
体
制
が

重
要
と
な
る
。

●
そ
の
た
め
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
等
専
門
職
だ
け
で
な
く
.
地
域
住
民
全
体
に
痴
果
に
関
す
る
正

し
い
知
識
と
理
解
が
浸
透
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
さ
ら
に
、
地
域
の
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
に
よ
る
支
援
と
連
携
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

本
人
や
家
族
の
安
心
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。(
会
報
担
当
者
:
茂
木
	
政
雄
委
員
)

たまのこしま生しさしな

０　　　●　　　●　　　　　　●

VV

ヽ
′

O
四
錦
R
I
C
I
I
I
月
Z
日
移 動例 含

|
四
媚 五破釈
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